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R3事業を通じて、京都において優先的に対応が求められる気候変動影響として、３課題を抽出
これらについて、私たちの生活の場であり、かつ長い歴史と文化をもった地域社会である京都に根差し、
根本的な脆弱性に向き合いながら、持続可能な新しい社会を実現するための「京都ならではの変革的適応」を模索

１．事業計画

（１）水稲への気候変動影響の評価および必要な対策の検討
京都府内の過去数十年のより詳細な気象・気候データ及び収量等のデータを収集・分析し、研究機関

の既存の将来予測等の結果も必要に応じて活用しつつ、京都特有の気候変動影響を評価
稲作農家または関係者が参画するFuture Designの実施を通じて、将来における稲作の在り方を検討

し、京都が取り組むべき適応の方向性を模索

（２）景観・庭園とそれを活用した文化・観光への影響評価手法の検討
気象・気候データや生物季節に関するデータを収集し、将来気候における生物季節の状況を予測する

とともに、京都の景観・庭園、さらには文化や観光への影響を検証するための計画を作成

（３）府民・観光客の健康や文化への暑熱の影響予測のための分析
府内各市町村の熱中症による救急搬送者数のデータと、関連する気象・気候データを収集し、熱中症

の発生と気候変動の関連を分析した上で、将来気候における熱中症の発生状況予測の計画を作成
あわせて暑熱を伴う気候変動による文化や観光への影響についての調査と検証の計画を作成
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２．進捗状況
（１）①水稲への気候変動影響の評価
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【気候変動影響の評価】

京都府・全国の気候・気象データと水稲のデータ（収量、品種別作付割合、１等級米比率）の関係と推移を分析
（以下はその例）

・収量への影響：この32年間、気温の上昇が京都を含む米作の収量に大きな影響は与えているとはいえない。
・品質への影響：全国的には気温が高い地域・年で品質低下が多くみられるが、京都府ではまだ顕著ではない。

しかし、京都府の出穂日は、8月中旬から8月上旬への早期化が見られる。 気温上昇により生育が早まることで、出穂期後3

週間の登熟期間が最も気温の高い時期に重なるため、品質への影響が今後さらに大きくなる可能性がある。

昨年度の農業関係機関へのヒアリング結果をあわせると、詳細に見れば京都府内にもすでに影響が出ている地域が
ある可能性はある。

出穂期後3週間平均気温(℃) 出穂期後3週間平均気温(℃)
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出典：日経新聞2023年2月6日朝刊18面

・R3調査で見えてきた、稲作農家が置かれた深刻な状況
（既存の課題を気候変動影響がより深刻化させている構造）
－後継者問題・高齢化問題
－耕作放棄地の増加
－農作物価格の低迷、販路の不安定さ 等

・農家が自ら採り得る対策には限界がある
→深刻化する多様な問題に対する

根本的で包括的な対策が必要

・対策に現場の農家の声が反映される必要

・現在の年齢のままで将来に飛び、現在の事柄を過去形で話す
「2023年は～だったね」「～してたね」
・現時点で存在する諸制約や条件から離れて、あらゆる可能性を取り入れた状態で未来像を
描くことができる → 現時点における討議では出てこないような独創性、新規性を持つ
アイディアが生まれることが、過去の数々のＦＤ実験で観察されている

Future Design (FD) とは？

KCCACの現状認識と問題意識

FDが有効な手法となり得る

具体的には？

西條辰義教授（高知工科大学・地球研）が開発した手法。現在の年齢のまま「仮想将来人」となって将来のあ
る時点に飛び、将来人の視点から現在の課題について討議を通じて考える

主要参考文献：西條辰義（2015）『フューチャー・デザイン：七世代先を見据えた社会』
勁草書房

２．進捗状況
（１）②水稲への必要な対策の検討
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〇FDが長期的視点に立った包括的変革的適応策を検討するにあたって有効であり得る
としても、まずは現場の農家の方々の認識を知ることが大切

〇実際、複数の農業関係機関の方々から、「何十年も先のことを考えるといっても、
日々目の前の農作業で多忙な農家さんには響かないのではないか」との助言もいただいた

〇そこで、農業に携わる中で、以下の項目について、質問案を作成

Ⅰ （回答者の属性に関する質問（居住市町村、年代、作物種等）
Ⅱ 気候変動の影響を感じているか
Ⅲ （気候変動の影響と関連して、または別の問題として）農業を続けている上で、現在

困難や不安を感じているか
Ⅳ 課題に向き合うに当たっての対策の必要性や実施状況
Ⅴ 今後の農業に対する見通しや考え

（狙い）
これらの項目に関する農家の方々の認識を把握・分析して、彼らが必要としつつも足
りていない支援や仕組みの方法を特定し、その解決に向けた話し合いの場を設けるこ
とにつなげていく

２．進捗状況
（１）②水稲への必要な対策の検討（続き１）
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【ここまでにわかったこと（部分的な調査結果等）＊】

・稲作に関する深刻な状況

（米価、獣害、気候変動影響等）

・他の課題との複合

（高齢化や老々介護、過疎等）

・情報不足

（対策の必要性を感じつつも、

どうしていいかわからない）

【今後の分析方針（案）】

・気候変動影響への適応を含む包括的対策を

講じるべき分野がどこにあり、どういった

順位付けで把握されているのかを抽出する

・個々人や地域コミュニティ内で既に行われ

ている包括的対策ではカバーしきれない不足部分を確定する

アンケート質問票（抜粋）

・オンラインフォームでも回答受付
・同時にインタビュー回答者を
有志で募集

＊３/６現在、紙面で1,47９、オンラインで71の回答を得、集計作業中

＊1/７～２７に京都丹後地域において、約２万世帯に向けてアンケート調査を実施

２．進捗状況
（１）②水稲への必要な対策の検討（続き２）
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２．進捗状況
（１）②水稲への必要な対策の検討（続き３：部分集計結果①属性（一部））

宮津市(16.4%)
与謝野町(14.5%)

京丹後市網野町(9.4%)

京丹後市峰山町(12.8%)

京丹後市大宮町(10.5%)

京丹後市丹後町
(5.8%)

京丹後市弥栄町(6.8%)

京丹後市久美浜町
(18.5%)

伊根町(5.1%)

その他(0.2%)居住地

年齢
30代(0.8%)

20代(0.2%)

就業形態

無回答
(63.5%)

第２種兼業
(13.4%)

専業(7%)

第１種兼業
(4.1%)

その他
（4.5％）

自分では農業をせず
土地を貸す(7.5%)

＊集計対象：541件
（3/8現在までにデータ入力
済のもの）

80代以上
(18.3%)

70代(34.7%) 60代(31.5%)

50代(11.3%)

40代(3.4%)
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２．進捗状況
（１）②水稲への必要な対策の検討（続き4：部分集計結果②課題の認識）

（凡例）
１：全く感じない ２：あまり感じない ３：どちらともいえない ４：やや感じる ５：非常に感じる

＊グラフ中の数字はパーセンテージを表す。
横軸は全回答数に占める１－５の回答割合であり、残りは無回答であったため、今回除外している。
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２．進捗状況
（１）②水稲への必要な対策の検討（続き５：部分集計結果②適応策に関する認識）

＊グラフ中の数字はパーセンテージを表す。
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インタビュー初回調査（2023. 2.10-11：現地にて有志回答者９名に実施）

聴取実施市町 回答者の主な属性 作物種

西舞鶴（農業実施地は京丹
後市（親所有の農地）

第２種兼業 野菜＋水稲

与謝野町 退職後、専業 水稲＋野菜

与謝野町 自給的生活者（農業を業とせず） 水稲＋野菜

与謝野町 兼業、農業委員会委員 野菜

与謝野町（宮津市在住） 専業、農業委員会委員 水稲

京丹後市大宮町 区長（農業はせず）

京丹後市弥栄町 専業 有機野菜＋水稲

京丹後市弥栄町 兼業、区長 水稲

京丹後市丹後町 若手新規就農者（３年目） 水稲（無農薬）

２．進捗状況
（１）②水稲への必要な対策の検討（続き６）
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【特徴的な聴取結果】

〇気候変動影響

・夏期に暑すぎて農作業を中断することがここ１，２年ある

・冬期の雪が減ったタイミングでハウスも建設が進んでいる（以前は積雪に耐えなかった）

・夏野菜・水稲の高温障害

・水管理の困難化（極端な渇水と豪雨の増加）

〇獣害の深刻さ

・もはや「３D」。人が柵内で農作業をしている

・農業を継続しようとする意欲を削ぐ

・獣が人を恐れなくなっている

〇後継者が育たない

・作物価格が不安定で安価。生活が安定しない

〇区画整理の難しさ

・複雑な土地所有関係・賃貸借・孫貸借…等による法律関係の入り乱れ・合意形成の難しさ

〇少数ながら積極的なまちづくりの取り組みも

気候変動以外の諸問題の方が、より深刻で
緊急性を持つ課題として認識されていた

２．進捗状況
（１）②水稲への必要な対策の検討（続き７）
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進捗状況

【顕在化している京都での気候変動影
響の特定】
生物季節への直接影響

・開花時期早期化長期化、紅葉時期晩期化
・庭園のコケの生育不良
生物季節を介した社会影響

・サクラの開花時期の早期化
→春休みとサクラ目当ての観光ピークの重複の可能性

【評価と対策の検討に資する情報】
＜生物季節の気候変動に対する応答予測、地域

評価モデルの開発＞
・サクラ（ソメイヨシノ）の将来開花時期
マップの作成。
過去の気象データと生物季節観測データから
相関と誤差を推定した上で、京都府域将来の
気象予測に対応した影響予測モデルから
（→右図は開花日のマッピング例）
→京都府内の公園・寺社ごとの開花の長期予
想マップなどを作る際の基礎情報に

ソメイヨシノ開花日予測モデル：青野ら（2003）青野ら（2017）のモデルを応用
気温データ：“農研機構メッシュ温暖化シナリオデータ”（MIROC RCP2.6/RCP8.5，
2031-2050年、2081-2100年の1kmメッシュ日平均気温から推定）

２．進捗状況
（２）景観・庭園とそれを活用した文化・観光への影響評価手法の検討

京都

亀岡

京田辺

宇治

綾部
福知山

宮津舞鶴

（○は市役所の位置）

2011-2020
2031-2050 2081-2100

RCP8.5

RCP2.6

京都府南部のソメイヨシノの平均開花期
2040年頃には3月中旬ごろ
2090年頃には2月下旬まで早まる可能性も

（複数地点での開花観測データからモデルを校正）



使用データ

・京都府内の熱中症による救急搬送者数（5月～9月）：京都府内各消防本部

項目…覚知年月日時、年齢、発生場所（住宅、道路、学校、店舗等）、発生学区（京都市）等

期間…2011年～2021年の11年分（京都市）、2018年～2022年※の5年分（京都府内全市町村）

※2022年のみ5～8月

・気象データ（日最高・平均気温、日平均相対湿度、日照時間等）：気象庁アメダス

・人口データ（学区ごとの人口等）：京都市統計ポータル等
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２．進捗状況
（３）府民・観光客の健康や文化への暑熱の影響予測のための分析

分析内容

①日平均気温・日平均相対湿度と、搬送者数の関係

②夏季の季節進行と京都市における搬送者数の推移（梅雨明けや祇園祭による影響）

③地域による搬送者の属性の違い



1.0

1.0

1.0

0.2

0.2

2.0

0.4

0.3

0.5

0.2

0.1

0.4

0.1

0.3

0.2

1.5

0.1

0.1

1.0

0.3

0.1

0.1

0.1

0.4

0.5

0.2

0.1

0.2

0.5

0.3

0.4

0.3

0.8

0.4

0.5

0.4

0.3

1.1

1.2

0.8

0.4

1.0

1.0

1.0

0.7

1.9

1.5

3.0

2.4

1.0

1.7

3.5

1.0

1.0

2.3

2.5

20

30

40

50

60

70

80

90

100

10 15 20 25 30 35

日平均気温（℃）

5.3

5.5

5.5

5.6

5.6

5.8

6.2

6.2

7.8

8.5

8.5

8.7

9.0

9.1

9.5

9.8

10.0

11

11

12

12

12

12

1313

14

14

19

20

22

23

28

30

33

38

43

54

66

20

30

40

50

60

70

80

90

100

10 15 20 25 30 35

日
平
均
相
対
湿
度
（
％
）

日平均気温（℃）
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～20人
～30人
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日平均搬送者数※

※京都市は2011年～2021年、京都府は2018年～2022年の搬送者数について、
ある日平均気温、日平均相対湿度に該当する日の搬送者数を合計し、日数で割った数字（プロット上の数字も同様）

日平均気温28℃以上
→ 搬送者が増加
（高温多湿の

小笠原高気圧団）低温乾燥でも搬送者が多い
場合がある
（全て5月下旬～6月上旬）

京都市（京都府 中～南部） 舞鶴市（京都府 北部）

日平均搬送者数※
＝～0.5人
＝0.5～1人
＝1~2人
＝2～3人
＝3人～

日平均気温28℃以上
→ 搬送者が増加
（京都市と概ね同じ傾向）

低温乾燥でも搬送者が
多い場合がある
（全て5月）
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２．進捗状況
（３）府民・観光客の健康や文化への暑熱の影響予測のための分析

結果① 日平均気温・日平均相対湿度と、搬送者数の関係
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２．進捗状況
（３）府民・観光客の健康や文化への暑熱の影響予測のための分析

結果② 夏季の季節進行と京都市における搬送者数の推移

搬送者数（人）

日最高気温(℃)

日平均気温(℃)

日最低気温(℃)

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

5/1 5/8 5/15 5/22 5/29 6/5 6/12 6/19 6/26 7/3 7/10 7/17 7/24 7/31 8/7 8/14 8/21 8/28 9/4 9/11 9/18 9/25

7/17：
・梅雨明けの平均は7/17頃 ※標準偏差7日

・祇園祭（前祭）の山鉾巡行 ※2020-21は中止

・搬送者数が最初で最大のピークとなる

7/31頃：
・気温のピーク。お盆頃まで高温が続く
・搬送者数の第2のピークが出現

お盆明け：
・気温は下がり始める
・搬送者数は若干増加し8月末に向けて減少

7/17 7/31 お盆明け

祇園祭と梅雨明けの時期が重なることで、
搬送者数が増加する可能性

京都市における各年の日ごとの気温と搬送者数の平均（2011-2019）
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２．進捗状況
（３）府民・観光客の健康や文化への暑熱の影響予測のための分析

結果③ 地域による搬送者の属性の違い①

各市町村：
搬送者の属性（発生場所、年齢）には、
地域による違いが見られた。（左図）

‣木津川市…「住宅・65歳以上」が最多
‣城陽市 …「住宅以外・65歳以上」が最多
（どちらも府南部に位置し、人口規模も同程度）

各市町村の搬送者の属性の割合（2018-2022）
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２．進捗状況
（３）府民・観光客の健康や文化への暑熱の影響予測のための分析

結果③ 地域による搬送者の属性の違い②

京都市：
市内の区や学区レベルで、
搬送者の属性の違いが見られた。

＜区＞（左図）
‣上京区、西京区、北区、山科区

…「住宅、65歳以上」が最多

‣東山区、下京区
…「住宅以外、19～64歳」が最多

＜学区＞（別途分析を実施）
‣京都駅や祇園など、観光客の多い地域で
人口に対する搬送者数が多い

地域特性の違いにより、搬送者の傾向に
大きな差異が生まれる可能性

各区の搬送者の属性の割合（2011-2021）（京都市）
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① 過去の日別熱中症搬送者数と気象データの相関関係を、統計モデルにより構築

② 気候要素の将来予測データを活用し、2100年までの搬送者数を予測

③ 夏季の小笠原高気圧の強度と搬送者数の変動の関連を統計的手法で調査し、
予測の妥当性を検証

④ ①~③の「ハザード」（気象条件）のみに基づく予測が、脆弱性や曝露などの
社会的条件の改善により、どの程度影響を受けるかも検討

データ 収集元

熱中症搬送者数 府内の各消防本部

気象要素（日最高・平均気温、日平均湿度、日照時間等）
大気循環場の観測データ

気象庁アメダスデータ
気象庁異常気象分析データ

将来の京都地域の気候変動予測に関する情報 IPCCの将来シナリオ（RCP 2.6、RCP 8.5等）

京都府各地域の人口動態、世帯・地域コミュニティ動態に関するデータ 京都府・京都市の統計資料ポータル等

将来予測計画の作成

＜使用するデータ＞

＜将来予測計画＞

熱中症の発現リスクのうち、「脆弱性」（年齢、健康状態）、「曝露」（屋内・屋外、暑熱環境にいる時間）には
ソフト・ハード両面の社会システム（地域コミュニティでのケアシステムなど）が関っていることが示唆

２．進捗状況
（３）府民・観光客の健康や文化への暑熱の影響予測のための分析

京都におけるレジリエントな
地域社会システムや
観光、文化の在り方を検討
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御 芳 名 御 所 属 ・ 役 職

岡留 和伸 京都府農林水産技術センター 作物部 部長

白岩 立彦 京都大学大学院農学研究科 教授

西森 基貴 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 農業環境変動研究センター 気候変動対応研究領域 影響予測ユニット ユニット長

１．農作物（水稲）分野

３．暑熱分野
御 芳 名 御 所 属 ・ 役 職

伊藤 文隆 公益社団法人京都市観光協会 担当部長

工藤 泰子 一般財団法人日本気象協会

高橋 潔 国立研究開発法人国立環境研究所 社会システム領域 副領域長

２．景観・庭園分野
御 芳 名 御 所 属 ・ 役 職

伊藤 文隆 公益社団法人京都市観光協会 担当部長

平塚 健一 京都府立植物園 技術課長

森本 幸裕 京都大学 名誉教授／公益財団法人京都市都市緑化協会 理事長

工藤 泰子【オブザーバーとして参加】 一般財団法人日本気象協会

（50音順・敬称略）

２．進捗状況（４）妥当性の確認
有識者検討会の設置

各分野に関する有識者による検討委員会で事業の妥当性を確認
（第１回：8/9・8/10、第2回：2/6・2/17開催）
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２．進捗状況（５）公表・普及啓発①

①オンラインシンポジウム
「気候変動と農業－京都における課題－」の開催（2/20）
気候変動による農業への影響やその対策について議論
当日参加者：91名（最大時）

②啓発動画の公開（3月中旬公開予定）
オンラインシンポジウムの録画をセンターHPに掲載

③京都気候変動適応センター通信第2号の作成（3月）
今年度の成果をまとめ発行、府市関係機関等で配架予定

④メールマガジンの配信（10月開始、隔月程度）
センターの活動、リレーコラム等を配信

⑤イベント等への出展
KYOTO地球環境の殿堂（11/14）、京都環境フェスティバル（11/11~12/11）

⑥講演の実施
・「気候変動と地球温暖化に関する講演会」（対象：桃山高校生徒、京都市民等）（5/7）
・「気候危機の下、私たちは足元で何にどう取り組むのか」（対象：舞鶴市民等）（8/27）
・「与謝野のコメの未来を考える」（対象：与謝野町民等）（3/1）

オンラインシンポジウムチラシ
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２．進捗状況（５）公表・普及啓発②

⑦ホームページでの情報発信

‣令和４年度事業紹介

‣講演への質問に対する回答も掲載

‣メンバーコラム

メンバーが各々の
専門や関心事を
リレー形式で執筆

kccac.jp
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